
　　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
計
画
は
、
平

戸
観
光
協
会
な
ど
関
係
す
る
団
体
と
の

協
議
・
調
整
を
行
い
、
11
月
頃
に
方
向

性
を
示
し
、
整
備
検
討
の
詰
め
を
図
る
。

そ
の
後
に
整
備
策
の
選
定
を
行
う
。

　　

学
力
向
上
の
た
め
に
子
ど
も
の
生
活

環
境
づ
く
り
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
、
テ

レ
ビ
を
見
る
時
間
制
限
や
部
活
動
な
ど

に
週
休
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

家
庭
の
日
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

月
に
１
回
程
度
の
休
み
を
取
り
家
族
団

ら
ん
や
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
各
機
関
と
連
携
し
て
進
め
る
。

　

ま
た
、
週
１
回
の
ノ
ー
部
活
デ
ー
の

実
施
に
よ
り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
長
時
間
労
働
を
見
直
す
。
家
庭
・

地
域
・
学
校
が
果
た
す
役
割
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
。

　

　

中
南
部
地
区
の
幹
線
道
路
は
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
見
え
に
く
く
、
昼
間
で
も

薄
暗
い
状
態
で
、
大
型
バ
ス
な
ど
は
草

木
に
よ
り
通
り
づ
ら
い
状
態
で
あ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
開
設
を
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
道
路
環
境
整
備
の
際
に
出
る

伐
採
後
の
枝
葉
を
焼
却
す
る
事
で
発
電

に
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

発
電
所
計
画
中
で
あ
り
、
可
能
か
ど

う
か
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
取
り

扱
い
も
あ
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
猟
友
会
が
高
齢

化
し
会
員
が
減
少
す
る
中
で
、
今
後
の

捕
獲
に
向
け
た
対
策
が
必
要
で
は
。

　

捕
獲
後
の
イ
ノ
シ
シ
を
ジ
ビ
エ
料
理
と

し
て
活
用
す
る
加
工
所
が
田
平
町
に
オ

ー
プ
ン
し
た
が
、
捕
獲
後
の
処
理
に
苦

慮
し
て
い
る
現
状
に
は
、
と
て
も
効
果

的
な
処
理
対
策
で
あ
り
、
地
域
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

　

駆
除
し
て
利
用
す
れ
ば
、
捕
獲
従
事

者
の
負
担
軽
減
と
な
り
効
果
的
な
こ
と

で
あ
る
。

　
４
年
間
に
行
な
っ
た
一
般
質
問
で
「
検

討
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

任
期
の
け
じ
め
と
し
て
再
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
振
興
公
社
の
理
事
長
を
副
市

長
の
兼
務
で
な
く
独
立
す
べ
し
。

 　

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
外
部

か
ら
の
理
事
長
登
用
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
る
が
、
重
大
な
任
務
の
た
め

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　　

空
き
家
等
（
民
間
住
宅
、
店
舗
、
市

営
住
宅
、
県
営
住
宅
等
）
が
増
え
た
。

　

需
要
を
予
測
し
、タ
イ
ム
リ
ー
に
建
設
、

改
修
、解
体
し
て
対
応
で
き
れ
ば
空
き
家
、

老
朽
家
屋
問
題
は
減
少
可
能
。

　

住
宅
等
供
給
側
と
し
て
何
が
必
要
で

何
が
時
代
遅
れ
な
の
か
総
合
的
に
検
討

し
て
全
体
戦
略
を
考
え
る
べ
し
。

　　

先
般
、
副
市
長
を
座
長
に
関
係
部
長

と
協
議
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

　　

市
営
住
宅
管
理
を
民
間
委
託
し
て
は

ど
う
か
。

　　

県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議
し
検
討
し

て
い
る
。

　

今
後
、
業
務
内
容
や
コ
ス
ト
な
ど
検

証
す
る
。

　　
Ｗ
ｉ
│
Ｆ
ｉ
環
境
の
拡
充
が
必
要
。

特
に
市
庁
舎
に
は
必
置
！

　　

自
前
だ
と
費
用
が
高
い
の
で
、
飲
料

業
者
が
提
供
す
る
Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
機
能
付

き
自
販
機
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　　

平
戸
・
永
田
両
図
書
館
、
生
月
・
田

平
・
大
島
の
図
書
室
蔵
書
に
つ
い
て
、

統
合
検
索
（
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
わ
か

る
仕
組
み
）
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

小
中
学
校
の
蔵
書
も
統
合
す
る
よ
う

提
案
し
実
現
し
た
が
、
次
に
目
指
す
は

学
芸
施
設
（
島
の
館
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
、

松
浦
史
料
博
物
館
、
高
校
）
の
文
書
だ
。

　　

内
部
協
議
が
で
き
て
お
ら
ず
、
申
し

訳
な
い
。

　

実
現
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

高
齢
者
の
交
通
手
段
を
ど
う
確
保
す

る
の
か
、
ど
う
社
会
参
加
し
て
い
た
だ

く
か
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
以
前
、
島
原
市
、
雲
仙
市
な
ど
が

一
人
当
た
り
年
間
1
万
2
千
円
前
後
の

タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
を
支
給
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
、
平
戸
市
で
も
支
給
を
、

と
求
め
た
。

　

全
国
で
も
、
長
崎
県
内
で
も
、
支
給

す
る
自
治
体
が
拡
が
っ
て
い
る
。
松
浦

市
は
「
ワ
ク
ワ
ク
お
で
か
け
券
」
を
70

歳
以
上
に
支
給
し
て
い
る
。
離
島
の
人

に
は
年
間
8
千
円
分
、
離
島
で
な
い
人

に
は
5
千
5
0
0
円
分
。
対
馬
市
も
今

年
６
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
人
に
5
千

円
分
を
支
給
し
て
い
る
。

　

前
回
の
質
問
の
と
き
、
答
弁
は
否
定

的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
今
、
平
戸
市
で

も
検
討
中
、
と
聞
い
た
。
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
財
源
の
検
討

な
ど
が
必
要
。

　

私
は
就
学
援
助
の
改
善
・
拡
充
を
く

り
返
し
求
め
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
実

現
し
た
改
善
に
よ
っ
て
、
援
助
率
は
、

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

　　

小
学
校
は
、
昨
年
度
6
・
7
％
か
ら

11
％
と
4
・
3
％
の
増
、
中
学
校
は
7

％
か
ら
12
・
2
％
と
5
・
2
％
の
増
と

な
り
、
制
度
改
善
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
を
増
額
す

る
よ
う
を
求
め
て
き
た
が
。

　　

小
学
生
が
2
万
4
7
0
円
か
ら
4
万

6
0
0
円
に
、
中
学
生
が
2
万
3
千

5
5
0
円
か
ら
4
万
7
千
4
0
0
円
に

２
倍
近
く
に
な
っ
た
。

　　

入
学
準
備
金
の
支
給
時
期
を
、
入
学

前
に
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
６
月
だ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
５
月
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
改
善
す
べ
き
だ
。　

　　

来
年
度
か
ら
３
月
中
旬
に
支
給
す
る
。

　

第
一
次
総
合
計
画
の
中
の
水
産
関
連

事
業
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
、
浜
の

活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
国

の
所
管
事
業
で
あ
る
競
争
力
強
化
緊
急

事
業
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
、

頻
発
傾
向
に
あ
る
。
赤
潮
被
害
対
策
と

し
て
採
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
再
生
の
構
築
、

ア
ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
等
の
種
苗
の
放
流
、

国
の
事
業
を
活
用
し
た
藻
場
床
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
保
全
に
努

め
た
。

　　

沿
岸
漁
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

生
産
流
通
の
拠
点
で
あ
る
平
戸
魚
市
の

施
設
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
が
開

設
者
に
な
れ
ば
、
国
、
県
の
補
助
が
受

け
や
す
く
な
る
と
思
う
が
。

　　

国
内
の
全
て
の
卸
売
市
場
は
、
卸
売

市
場
法
に
基
づ
き
運
用
さ
れ
て
お
り
、

市
が
開
設
者
に
な
る
た
め
の
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
。

　　

平
戸
市
は
豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
文

化
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
主
に
都
会
の
小

学
生
を
対
象
に
、
春
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
臨
海
、
里
山
学
校
を
開
設
で
き
な

い
か
。

　　

宿
泊
を
伴
う
場
合
は
、
法
的
な
制
約

が
あ
る
。

　　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
協
議
会
に

生
月
体
験
協
会
も
加
入
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
団
体
が
主
催
す
る
場
合
は
、
募

集
や
参
加
料
、
宿
泊
料
を
徴
収
す
る
こ

と
は
問
題
な
い
。

　　

国
は
支
所
の
機
能
を
維
持
し
、
緊
急

時
や
災
害
時
の
対
応
を
含
め
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
支
所

の
経
費
と
し
て
約
２
億
円
前
後
の
交
付

税
措
置
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
来
年
の

４
月
よ
り
土
木
技
師
の
本
庁
集
約
を
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
必
要
な
の
か
。

　
　

　

限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、
市
全
体
の

行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
業
務
集
約
に
よ
る
効
率
化
や
職
員

の
資
質
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
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●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
検
討
結
果
は

●
小
中
学
生
の
学
力
向
上
対
策
は

●
イ
ノ
シ
シ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
を

●
４
年
間
の
一
般
質
問
総
括

●
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
支
給
を

●
就
学
援
助
を
大
き
く
改
善
、
拡
充
援
助
率
1
・
5
倍

　

入
学
準
備
金
２
倍
に
増
額
な
ど

●
水
産
振
興
の
主
な
施
策
と
成
果
は

●
臨
海
、
里
山
学
校
の
開
設
を

●
各
支
所
の
運
営
に
つ
い
て
は


